
































































を検討する。自己肯定化とは、自己の完全性を確認することである（Sherman & Cohen, 2006）。自己
の完全性とは、自己の適応的、道徳的適切さの感覚と定義され、自己にとって重要な価値を確認する
ことなどで達成される。自己肯定化理論（Steele, 1988; Sherman & Cohen, 2006）によれば，自己肯定
化を行うことで、自己に対する脅威への防衛反応が低減することが知られている。たとえば、自分の
イデオロギーに反する意見に寛容になったり（Cohen, Aronson, & Steele,2000）、自分に都合の悪い情報






染症を嫌悪する心理メカニズムを人は進化させてきたといわれている（Curtis, de Barra, & Aunger, 
2011）。この議論で取り上げられる食物は、ネズミやヒルなどの嫌悪感を生じさせる動物であること



















実験参加者：4 年制大学の学生 134 名（男性 73 名、女性 61 名）が実験に参加した。実験参加者の平























































                                                  
1 αの値が低いため、この 3 項目を合算することに対し、実証的観点で根拠づけるのは困難である。しかし、3
つの食物（大豆、とうもろこし、じゃがいも）のそれぞれを弁別する理論的根拠の無さ、および解釈の単純さの
点から、本研究では合計値を算出した。 
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The Effects of Self-affirmation and Cognition of an Infection Disease  







We investigated that the self-affirmation and cognition of an infectious disease influence on 
the attitude of the genetically-modified foods. Participants were administered questions assessing 
their recognition of the infectious diseases such as a cold or influenza and were asked how 
important their personal values. Results showed that the participants who do not feel an 
infectious disease close reduced the hesitation to eating genetically-modified food when they 
affirm their important values. We discussed these results in terms of the social and evolutionary 
psychology. 
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